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研究要旨 
 体幹部定位放射線治療や強度変調放射線治療の現状について、JASTRO高精度外部照射
部会を通じて全国実態調査を行った。現状の国内における高精度放射線治療について
は、年々実施施設は増加している。しかし未だ放射線腫瘍医や医学物理士の人材不足が
課題であった。 

 
A. 研究目的 

体幹部定位放射線治療や強度変調放射線治療は手
術に匹敵する治療法ではあるが、未だ国内で十分普
及しているとは言えない。その現状について、JASTR
O高精度外部照射部会を通じて全国実態調査を行う。
またその現状について国際的な比較を行う。 
 
B. 研究方法 

本年度はJASTRO高精度放射線外部照射部会でJAST
RO高精度部会アンケートシステムを新規に構築した。
具体的には、施設担当者、施設情報、回答結果のデ
ータベース化、メール機能付加、未提出施設へのリ
マインドメール一斉送信機能付加、今後に自施設の
過去の回答データの参照を可能都市、次回から累積
症例数の登録不要。最終的に調査結果の閲覧が可能
とした。 
 
C. 研究結果 

全治療中でIMRTの占める割合が50%以上の施設が
約1.5倍（13%→21%）となり、20-50%の割合が50%以
上に増加IMRTは全体的に増加傾向だが、前立腺癌(3
3%)の割合がやや減少し、頭頸部癌(27%)に次いで肺
癌(8%)が第3番目になった。IMRTが実施できない理由
は医師不足が多かった。SBRTも全体的に増加傾向で、
肺癌(70%)、肝癌(13%)に次いで、前立腺癌(6%)が増
加している。SBRTにおける線量分割法は近年変化は
少ないが、処方線量・処方方法の施設間格差は変わ
らない。SBRTにおけるGrade5の有害事象とその頻度
についても、近年大きな変化はない。回答施設の８
４％が第三者出力調査を受けていた。各施設の品質
管理室/品質管理担当者の設置が増加している。IMR
TやSBRTの実施施設と実施していない施設で第三者
出力調査と品質管理室/品質管理担当者の設置率に
違いがみられた。リニアック１台, 2台の施設が73%,
20%であり、IMRTやSBRTを実施していない施設のほと
んどがリニアック保有台数が1台であった。メーカー
提供のビームデータを計画装置に登録しているケー
スは２０％弱。IMRT/SBRTの計画CT撮影後から照射開
始まで５～７日が最も多かった。FFFビーム標準計測
においては、エネルギー補正と体積効果補正を行っ
ていない施設が44％と最も多かった。要望としては、
IMRT施設基準の人的要件緩和やIMRTの適応拡大、医
学物理士の国家資格化、等が多かった。 
 
D. 考察 

現状の国内における高精度放射線治療については、
年々実施施設は増加している。特に強度変調放射線
治療については、全治療中で占める割合が増加して

いる。しかし未だ放射線腫瘍医の人材不足(医師の減
少、非常勤化)や医学物理士の人材不足が課題であっ
た。 
 
E. 結論 
体幹部定位放射線治療や強度変調放射線治療の現

状について、JASTRO高精度外部照射部会を通じて全
国実態調査を行った。 
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